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１．研究背景 

これまでの研究では4拍子などの一つの拍子を対

象に研究をされているが、3 拍子にも対象にした柔

軟性のあるモデルの研究は十分にされていない。 

２．研究目的 

複数の楽曲を分析してその曲が何拍子の曲であ

るかを推定する。それぞれ拍子の異なる楽曲を分

析し、それぞれの拍子の特徴を抽出する。抽出する

拍子として今回は 3 拍子と 4 拍子の楽曲を分析す

る。 

それぞれの拍子の特徴が楽曲から抽出できれば

本実験は成功とする。 

３．問題点 

 楽曲を人が聴いて分析するとき、判定した拍子

と実際の楽譜に書かれた拍子が異なる可能性があ

る。例として 4 拍子の楽曲があれば、聴く人にと

っては 2 拍子にしか聞こえない場合も存在する。 

 本実験では音楽理論をもとに分析をし、人が聴

いて分析したものと一致するかを成功の基準とす

る。 

４．研究環境 

本実験では、下記のソフトを macOS Catalina に

インストールする。 

・Python3 

 目的：数列処理 

・Matplotlib 

 目的：結果をグラフ化する 

・LibROSA 

 目的：楽曲の読み込みやオンセット検出をする 

・楽曲 

 使用楽曲：フリー楽曲 

５. 楽曲について 

本実験では魔王魂のフリー楽曲〔9〕である 3 拍

子の楽曲「オーケストラ 07」と 4 拍子の楽曲「オ

ーケストラ 24」を使用している。 

６．研究方法 

 楽曲の拍子推定をするために、音と音の間の

長さ（テンポを指す）を抽出して FFT による自

己相関関数を求める。これを求めると、同じテン

ポを判定した際にそのテンポが楽曲のテンポの

候補として高い可能性があることを示すことが

できる。 
 求めた自己相関関数から音楽的な理論を用い

てデータを分析し、より近い方の拍子に推定す

る。 
７.研究結果 

 

図 1：3 拍子の楽曲の自己相関関数 

 

図 2：4 拍子の楽曲の自己相関関数 

 図 1 及び図 2 はそれぞれ 3 拍子と 4 拍子の楽曲

から自己相関関数を求めたものと、推定した楽曲

のビートである。これらの結果は LibROSA の機能

によって得られた値をMatplotlibによって図示し



たものである。 

 図 1 及び図 2 の赤い点線は楽曲のビートを示し

ている。青い線の自己相関関数、ビートとなる可能

性のテンポの山（値が高いところ）の一つと赤い点

線が同じテンポ上にあることがわかる。これは楽

曲のビートが自己相関関数の山から選定されてい

ることを示している。 

 楽曲の拍子にはそれぞれ特徴があり、その特徴

を比較することで拍子の推定を行うことができる。

図 1 では楽曲のビートを示す赤い点線のおおよそ

1/3 地点（3 倍遅いテンポ）にも青い線の山がある

ことがわかる。これは音楽理論的に楽曲が 3 拍子

であることを示している。1/2 地点にも山はあるが、

1/3 地点の方が値は大きいため 3 拍子の可能性が

高い。よってこの楽曲が 3 拍子の楽曲であると推

定できる。また図 2 では同じように赤い線の 1/2

地点、そして 1/4 地点にも青い線の山があること

がわかり、これも音楽理論的に楽曲が 4 拍子であ

ることを示し、4 拍子であることを推定できる。 

８.今後の展望 

本研究では 3拍子と 4拍子の楽曲のみ推定するこ

とができた。5 拍子や 2 拍子、可変拍子の楽曲にも

対応して推定ができるモデルを考えていきたい。

また自己相関関数の図から拍子を推定するまで可

能なモデルも考えていきたい。 
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